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ヘッドライン　日本の化学史 
―近代化学の受容から化学の制度化へ―

　ノーベル化学賞受賞者数から見れば，日本の化学は世界でもトップレベルであるにもかか
わらず，教科書で見る化学史と言えば西洋化学史が中心であることは否めない事実である。
そこで今回は今後の何回かの特集を想定しつつ日本化学史を特集したい。江戸期における宇
田川榕庵や川本幸民による化学の受容（翻訳活動），その後の英国のウィリアムソンの下で
の長州ファイブや櫻井錠二による留学生としての化学教育体験。そしてその後の東大理学部
での化学教育や化学における京都学派の形成を概観しながら現在に至る日本化学の道程を辿
る第一弾としたい。
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次号ヘッドライン 印刷の化学

　大阪工業大学は「現場で活躍できる専門職業人の育成」という建学の精神のも
と，時代の要請に合わせた教育・研究に邁進し，2019 年には，創立 70 周年という
一つの節目を迎えました。大宮キャンパス（工学部，知的財産学部）のほか，梅田
キャンパス（ロボティクス＆デザイン工学部），枚方キャンパス（情報科学部）を
有し，「教育力」ならびに「研究力」の向上に注力しています。写真の建物は，
2019 年 3 月に大宮キャンパスに竣工した新 3 号館で教室や実験室，コミュニ
ティースペースを設け，多くの学生が利用しています。

表紙の言葉　大阪工業大学大宮キャンパス新 3号館


